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事業目的
世界に先駆けて超高齢少子社会を迎える本邦において、

国民悉皆で実施される学校健診の大規模データベースは
未整備であり、これまで二次利用の価値を見出されてな
かった。全国民の学童期の健康情報として、学校健診情
報のデータベース構築に取組む

収集データから
学童の健康状況等を分析
し、健康管理に有効な
フィードバックの提供



研究開発内容

学校健診情報収集システムの確立

一次利用

二次利用



①全国自治体との連携拡大
【内容】学校健診情報の所管は全国各自治体。自治体毎
に情報提供の合意が必要のため、個別に交渉を実施
【成果】
・現在65自治体との連携交渉
・本事業の3年間において、学校健診情報の連携自治体
数を着実に増やし、データ総数は
31,463人にのぼる

65自治体
と連携

 

 

H26 H27 H28 

自治体数 0 11 43 

私立校数 1 4 0 

データ数（人） 109 6,775 24,579 



②OCRガイド下の入力時間短縮化と認識正答率アップ

 1項目の
入力時間(秒)

1件(9項目)の
入力時間(秒)

短縮時間
(秒)

目標達成率

平成26年度 2.84 25.60

平成27年度目標 1.67 15.00 10.60

平均 1.90 17.09 8.51 80%

OCR結果が正解だった場合 1.25 - -

OCR結果が誤りだった場合 3.42 - -

平成27年度実績 1.53 13.79 11.81 111%

平成27年度
12月末実績

※9項目とは、身長・体重・座高の各項目×3カ年分である。平成26年度の本事業実施時の入力時間測定に用いた項目と同一。

【内容】スキャンデータの格納に確認手動作業が必要
･帳票読取り枠を設定、効率的なOCR処理を追求
･OCR結果とスキャンの並行表示、確認入力支援ツール開発
･機械学習機能で精度向上を継続的に実現するエンジン開発
【成果】OCR結果は項目毎の正答率: 86.9%、高認識精度の
実現。入力時間1件平均13.79秒で事業期間に大幅短縮



③匿名性・機密性の担保
【内容】学校健診データベース構築における最重要事項
として、個人情報の取扱い、送信や保管・運用時に際す
る保護対策の徹底を図った
【成果】データベース化以降の処
理の連結不可能匿名化を実現
・調査票のスキャン時、健診情報
部分と個人識別情報部分を別々に
格納し、健診情報部分のみIDを付
して外部に搬出
・個人識別情報部分とIDは個人照
合用に学校にて保管、校内でのみ
個人情報との突合を可能とする処
理技術や仕組みを開発実現



④健診レポート還元の自動最適化
【内容】健診結果を見える化したレポートの自動生成
【成果】BMIや虫歯の本数等、気づきの得やすい可視化
・健康情報のアルゴリズムに基づき蓄積データから、個
別の健康特性に合わせたアドバイスの自動生成を実現
・自治体向けにも地域健康医療に有用な基礎資料の提供
・成長曲線を自動生成するツールの開発

健康診断の
見える化



・H29連携自治体数：目標100自治体
・学校健診情報の研究活用へ
・母子保健情報収集のシステム開発
・個人の健康情報の統合と縦断研究
・IT情報技術を用いたフィードバック
・さらなる健康情報サービス事業の創出へ

今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組み

産経新聞（20151022）
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